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2．テレメータ受信用アンテナ
黒川兼行・須田徳蔵

225Mcテレメータ受信用アンテナとしては，ペビー一

第1図ヘユ1カル・アンテナ（225Mc受信用）

卿e

　　　　　　　　　／110　1ewe

　　　　第2図ヘリカル・アンテナの指向性
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：：　　　　実験場の女王蜂
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、　計測室にある警報ベノしがあわただしく鳴ると，すぐ
レイ。チを・FFにして越，計測室の戸・咄て，

揃方60mの火薬麟注目する．火薬動・ら推薬を運
1び出すために，とびらが開か糠ことを確認する．火

ii韓での腺が済んだの蜆届けて，ス，，。チは，再

、びONにしてお㌔く，火薬庫に無用のちん入者があって
ぬならなゆら，警報ベノレ艦視す、のであ。が，。

1：れが不断の注意・い・ものであろう．滅多に趨ない

：こと，また絶体に起してはならないことのために，推

i藻が実験揚にある陶，私達の注意はゆるめられな

揺・．事実，・ケ。・の中枢的儲でそ噂髄＿手に

，握っている推薬は，蜜蜂の巣の女王蜂に竜似ていて，

㌧その一挙一動は，警護に見守られたお通りであり，お
謡ましといっ襯があろうか．

1それと、・うの雛薬の威力を聴かされているから

，だ．のみならず推薬は，細心に扱われねばならない．

1：消費の記録もグラムを単位にしている．輸送には丁度

1，人間が外国へ行く時のように族券がいる．火薬庫の出
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l入は，一々帳簿に記入される．彼女のねやには，赤い
L

Tの経験からヘリカル・アンテナを使用することにした．

その構造寸法は第1図にしめす通りで，アンテナパター

ンは第2図にしめす通りである．50aのケーブルと整合

をとるために約瓢波長のインピーダンス変換器を有

　　　　　　　　　　　　　　　　し，これによりSWR
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”5　　　　　　　　　　　　　は第3図にしめすよ

””　　　　　　　　　　　　うに帯域内で1．10

1．e5　　　　　　　　　　　　　以内に入るようにす

　1．oo　　　　　　　　　　　　　　ることができた．

　　2”　22°周灘％　24a　受信アンテナそれ

　　　　　　　　　　　　　　　　自身にっいては，べ
　第3図ヘリカル・アンテナ
　　　　　の定在波比　　　　　　ピーT用に使用した

　　　　　　　　　　　　　　　414Mc用のアンテ

ナの寸法を波長に比例して拡大して作ればよいので，ほ

とんど問題はなかったが，実際に信号をロケットから受

信する際，ロケットの飛しょう軌跡計算結果と大体の時

間とをにらみ合わせてロケット飛しょう中，その方向に

アンテナ軸が向くように手動により操作した．こうする

ことによりロケットのアンテナパターンがあまり良好で

ないにもかかわらず大体ロケットが海中に没するまで受

信することが可能になったものと考えている．
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標識灯をつけ，警戒用ペルのスウィッチを入れ，とのい！

が侍る・微は，　di・ng前に，・ンげンの検診授け1

て出・・ク・・ク（ひび）鮪無しらべ・のだ．ク1

・・クのある瓢献・Z・・…微は襯す・らし1

い．しかも彼女は，人間が快適と思われるような温か1
，を適温、して要求する．飛し。うの前日辺，から1
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彼女は，火薬庫を出て恒温槽へ入る．冬は暖房，夏は1

冷房の待遇を受ける．全身が淀の澱にな・には，1

遍夜くらゆかるらしい・翻の澱の時季でも副
夜，同一温度というチャンスはな、・から，やはVH申／

を除いては，恒温槽から離れられない．　　　　　　！
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カ・パTの実験は・寒冷の12月で・彼女を出して作1

業する揚所を保温しなければ，ならないので，高砂熱1

学工業に，短い工期を，無理を申して急がせて，テス　l
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トスタンド全体を，温水ボイラーで，温かいねぐらに／
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改造してもらった・彼女は・最後に精密力nエさ糠筒1

の中一エンジンとして納まる．そのエンジ。室の広さ1

も，微猷の玉となって離吐出赦出し。も，Hl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
分に合うただ一つの寸法を要求し，それらの条件がす1

べて完備された時，満足する往生を遂げて，大安へ舞1：

いあがると、・うことであろ．　　（J．s）　1
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